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※Apple、iPhone、Mac、Xcodeは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の登録商標です。
※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。]
本書で使用している商標登録について
※Apple、iPhone、Mac、Xcodeは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の
登録商標です。
※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。
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[image: （３）ビュー間で値を受け渡す
　SwiftUIのビュー同士でデータを受け渡す処理について、解説していきます。その前に、コントロールの値をアプリ利用者の入力内容で変更できる単一ビューのプロジェクトから作成していきます。
　まず、新しいプロジェクト「sampleview2」をSingle VIewアプリとして作成してください。次に、ContentView.swiftの内容を以下のように変更してください。]
（３）ビュー間で値を受け渡す
　SwiftUIのビュー同士でデータを受け渡す処理について、解説して
いきます。その前に、コントロールの値をアプリ利用者の入力内容
で変更できる単一ビューのプロジェクトから作成していきます。
　まず、新しいプロジェクト「sampleview2」をSingle VIewアプリ
として作成してください。次に、ContentView.swiftの内容を以下の
ように変更してください。

[image: （３）ビュー間で値を受け渡す]
（３）ビュー間で値を
受け渡す

[image: struct ContentView: View {
    @State private var textString = "Hello, World!"
    var body: some View {
        VStack {
            Text(textString)
            TextField("Placeholder", text: $textString)
                .textFieldStyle(RoundedBorderTextFieldStyle())
            
        }.padding()
    }
}]
struct ContentView: View {
    @State private var textString = "Hello, World!"
    var body: some View {
        VStack {
            Text(textString)
            TextField("Placeholder", text: 
$textString)
                .textFieldStyle(RoundedBorderTextFiel
dStyle())
            
        }.padding()
    }
}


[image: 　VStack { … }内に、今まで説明していない「TextField」を使っています。TextFieldコントロールは、ユーザが文字を入力できる機能を実装するコントロールです。
TextField(“Placeholder”, text: $textString, onCommit { … }
　TextFieldの最初の文字列”Placeholder”は、最初に何も入力されていない時に表示する薄グレーの文字列を指定します。例えば、「名前を入力」の様な場合が良くあります。
　変数「textString」は、Text() インスタンスの最初に表示する文字列で、アプリの実行中に別のコントロールから内容の変更ができるように@State宣言（プロパティラッパー）にしています。
　注意して確認しておきたいのが、TextField()インスタンスでは変数「testString」の前に「＄」マークを付けて「$testString」としてある事です。@State属性の変数（プロパティ）に「＄」マークを付けると、参照渡しになり、TextField()インスタンスによって値の変更ができるようになります。Text() インスタンスもTextField() インスタンスも同じ@State属性の変数「textString」を使って文字の表示をしているので、少し理解に苦しむかもしれません。
　このプログラムコードを実行してみてください。
　テキストフィールドの文字の値が変更されるたびにtextStringの値も変更されるので、Text()の表示も変更されます。textField()インスタンスがtextStringの値を変更している事が確認できたと思います。
　このように、今記述しているプログラムコードとは別のプログラムが変数の内容を参照・変更する場合には、変数が定義されている記憶場所を指定する事になりますので、覚えておいてください。
　VStack { … } に.padding()を追加してありますが、VStack()内の各ビューに余白を設けるための記述です。
]
　VStack { … }内に、今まで説明していない「TextField」を
使っています。TextFieldコントロールは、ユーザが文字を入
力できる機能を実装するコントロールです。
TextField(“Placeholder”, text: $textString, onCommit { … }
　TextFieldの最初の文字列”Placeholder”は、最初に何も入
力されていない時に表示する薄グレーの文字列を指定しま
す。例えば、「名前を入力」の様な場合が良くあります。
　変数「textString」は、Text() インスタンスの最初に表示
する文字列で、アプリの実行中に別のコントロールから内容
の変更ができるように@State宣言（プロパティラッパー）
にしています。
　注意して確認しておきたいのが、TextField()インスタンス
では変数「testString」の前に「＄」マークを付けて
「$testString」としてある事です。@State属性の変数（プロ
パティ）に「＄」マークを付けると、参照渡しになり、
TextField()インスタンスによって値の変更ができるようにな
ります。Text() インスタンスもTextField() インスタンスも同
じ@State属性の変数「textString」を使って文字の表示をし
ているので、少し理解に苦しむかもしれません。

　このプログラムコードを実行してみてください。
　テキストフィールドの文字
の値が変更されるたびに
textStringの値も変更される
ので、Text()の表示も変更さ
れます。textField()インスタ
ンスがtextStringの値を変更
している事が確認できたと
思います。
　このように、今記述して
いるプログラムコードとは
別のプログラムが変数の内
容を参照・変更する場合に
は、変数が定義されている
記憶場所を指定する事にな
りますので、覚えておいてく
ださい。
　VStack { … } に.padding()を追加してありますが、VStack()
内の各ビューに余白を設けるための記述です。
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[image: 　このプログラムのままでは、リアルタイムにText()の値が変更されますが、あまり良くありません。ユーザが「入力できました」のタイミングでText()の値を変更できるようにプログラムコードを修正しましょう。
　修正したプログラムには、TextField()インスタンスに、onCommit: { … } を定義しています。これは、ユーザーが文字入力する際に、[改行]（[Enter]）キーを押した際に呼び出すプログラムコードを記述するものです。
　もうこのプログラムコードの動きは理解できると思いますが、TextField()インスタンスがユーザの改行入力を受け付けたら、textStringの値を変更します。
　実行して、確認してみてください。
　TextFieldのモディファイアtextFieldStyle()は、テキスト入力枠のスタイルを角丸にしてある部分です。この方がユーザーにわかりやすいですね。]
　このプログラムのままでは、リアルタイムにText()の値が
変更されますが、あまり良くありません。ユーザが「入力
できました」のタイミングでText()の値を変更できるように
プログラムコードを修正しましょう。
　修正したプログラムには、TextField()インスタンスに、
onCommit: { … } を定義しています。これは、ユーザーが文
字入力する際に、[改行]（[Enter]）キーを押した際に呼び出
すプログラムコードを記述するものです。

　もうこのプログラムコードの動きは理解できると思います
が、TextField()インスタンスがユーザの改行入力を受け付け
たら、textStringの値を変更します。
　実行して、確認してみてください。
　TextFieldのモディファイアtextFieldStyle()は、テキスト入
力枠のスタイルを角丸にしてある部分です。この方がユー
ザーにわかりやすいですね。


[image: struct ContentView: View {
  @State private var textString = "Hello, World!"
  @State private var fieldString = ""

  var body: some View {
      VStack {
         Text(textString)
         TextField(“文字を入力", text: $fieldString,
             onCommit: {
                 self.textString = self.fieldString})
            .textFieldStyle(RoundedBorderTextFieldStyle())
        }.padding()
    }
}
struct ContentView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        ContentView()
    }
}
]
struct ContentView: View {
  @State private var textString = "Hello, World!"
  @State private var fieldString = ""
 
  var body: some View {
      VStack {
         Text(textString)
         TextField(“文字を入力", text: $fieldString,
             onCommit: {
                 self.textString = self.fieldString})
            .textFieldStyle(RoundedBorderTextFieldSty
le())
        }.padding()
    }
}
struct ContentView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        ContentView()
    }
}


[image: 　続けて、Text()コントロールをTextField()の次に配置して、次のビューに移れるようにします。NavigationView { … }で囲ってください。
　ビューのナビゲーションタイトルもつけましょう。
　追加するSwiftUI ViewファイルはSubView.swiftとしてください。
　復習になりますが、追加したSubViewのSubView_Previews:にNavigationView { … }を追加するのは、プレビュー画面にナビゲーションビューとして表示させるためのものです。

　ここまで出来たら、実行して動作を確認してください。

]
　続けて、Text()コントロールをTextField()の次に配置し
て、次のビューに移れるようにします。NavigationView 
{ … }で囲ってください。
　ビューのナビゲーションタイトルもつけましょう。
　追加するSwiftUI ViewファイルはSubView.swiftとしてくだ
さい。
　復習になりますが、追加したSubViewの
SubView_Previews:にNavigationView { … }を追加するの
は、プレビュー画面にナビゲーションビューとして表示させ
るためのものです。
 

　ここまで出来たら、実行して動作を確認してください。
 


[image:     var body: some View {
        NavigationView {
            VStack {
                Text(textString)
                TextField("文字入力", text: $fieldString,
                          onCommit: { self.textString = self.fieldString}
                )
                    .textFieldStyle(RoundedBorderTextFieldStyle())
                NavigationLink(destination:SubView()) {
                    Text("サブビューへ")
                }.navigationBarTitle("メインビュー")
            }.padding()
        }
    }]
    var body: some View {
        NavigationView {
            VStack {
                Text(textString)
                TextField("文字入力", text: $fieldString,
                          onCommit: { self.textString = 
self.fieldString}
                )
                    .textFieldStyle(RoundedBorderTextFieldStyl
e())
                NavigationLink(destination:SubView()) {
                    Text("サブビューへ")
                }.navigationBarTitle("メインビュー")
            }.padding()
        }
    }

[image: import SwiftUI

struct SubView: View {
    var body: some View {
        NavigationView {
            Text("Hello, World!")
        }.navigationBarTitle("サブビュー")
    }
}

struct SubView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        NavigationView {SubView() }
    }
}]
import SwiftUI
 
struct SubView: View {
    var body: some View {
        NavigationView {
            Text("Hello, World!")
        }.navigationBarTitle("サブビュー")
    }
}
 
struct SubView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        NavigationView {SubView() }
    }
}
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[image: 　これで、準備が整いました。このプログラムコードは、２つのファイル（メインビューはContentView.swift、サブビューはSubView.swift）に分かれています。SubViewのText()インスタンスの値をメインビューの値で設定しようと思ったら、どのようにすれば良いでしょうか？（例えば、アプリの設定画面を別のビューにしたい時など）
　この様な場合にSwiftUIでは、メインビューからサブビューにプロパティ（変数）を受け渡す仕組みとして、@Binding宣言でラッパーする方法があります。
　メインビューをラップした@Stateで宣言した変数（プロパティ）をサブビューでは@Bindingで参照する事が出来ます。
　サブビューのプログラムコードを次の様に変更しましょう。
　ここで、SubView_Previews:のSubView()の記述を
SubView(textString: .constant(“”))
としているのは、キャンバスのプレビューの表示ができる様にするためです。@Bindingに渡されるはずの値として固定値を指定する事で、サブビューだけでもプレビュー出来ます。
　@Bindingで「textString」プロパティでラップしたサブビューを呼び出す為には、必ずtextStringに相当する場所を指示する必要が出てきます。メインビューからナビゲート先のサブビューの呼び出し（ナビゲーションリンク）を次の様に変更してください。付いてますね「$」マーク。
]
　これで、準備が整いました。このプログラムコードは、２
つのファイル（メインビューはContentView.swift、サブ
ビューはSubView.swift）に分かれています。SubViewの
Text()インスタンスの値をメインビューの値で設定しようと
思ったら、どのようにすれば良いでしょうか？（例えば、ア
プリの設定画面を別のビューにしたい時など）
　この様な場合にSwiftUIでは、メインビューからサブ
ビューにプロパティ（変数）を受け渡す仕組みとして、
@Binding宣言でラッパーする方法があります。
　メインビューをラップした@Stateで宣言した変数（プロ
パティ）をサブビューでは@Bindingで参照する事が出来ま
す。
　サブビューのプログラムコードを次の様に変更しましょ
う。
　ここで、SubView_Previews:のSubView()の記述を
SubView(textString: .constant(“”))
としているのは、キャンバスのプレビューの表示ができる様
にするためです。@Bindingに渡されるはずの値として固定

値を指定する事で、サブビューだけでもプレビュー出来ま
す。
　@Bindingで「textString」プロパティでラップしたサブ
ビューを呼び出す為には、必ずtextStringに相当する場所を
指示する必要が出てきます。メインビューからナビゲート先
のサブビューの呼び出し（ナビゲーションリンク）を次の様
に変更してください。付いてますね「$」マーク。


[image: import SwiftUI

struct SubView: View {
    @Binding var textString:String
    var body: some View {
        NavigationView {
            Text(textString)
            
        }.navigationBarTitle("サブビュー")
    }
}

struct SubView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        NavigationView{
              SubView(textString: .constant(“”))
        }
    }
}]
import SwiftUI
 
struct SubView: View {
    @Binding var textString:String
    var body: some View {
        NavigationView {
            Text(textString)
            
        }.navigationBarTitle("サブビュー")
    }
}
 
struct SubView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        NavigationView{
              SubView(textString: .constant(“”))
        }
    }
}

[image: NavigationLink(destination:SubView(textString:$textString)) {
     Text("サブビューへ")
}]
NavigationLink(destination:SubView(textString
:$textString)) {
     Text("サブビューへ")
}


[image: 　では、実行してみてください。メインビューで@Bindingプロパティとして、TextStringの場所を$TextStringで渡すことができる様になり、サブビューでは、受け取ったTextStringをText()インスタンスの値としてセットしてくれます。@Stateと@Bindingの関係性を構築する事で、ビュー同士のデータのマッチングは常に図ることができます。
【問題】サブビューで値を変更してメインビューに反映させる時にはどの様にしたら良いでしょう？
（Ａ）メインビューを@Bindingプロパティラッピングして、サブビューを@Stateプロパティバインディングする。
（Ｂ）メインビューを@Stateプロパティラッピングして、サブビューを@Bindingプロパティラッピングする。
　今のプロジェクトのプログラムコードをそのまま使っても、新しいプロジェクトにしてもいいので、この問題に取り組んでください。手順は、
（１）メインビューにサブビューで変更できるText()と、サブビューに遷移できるナビゲーション用Text()を実装する。
（２）サブビューにTextFieldを追加して、サブビュー内のText()を変更できる様にする。
（３）メインビューとサブビューの間でプロパティを共有できる様にする。
の様になります。]
　では、実行してみてください。メインビューで@Binding
プロパティとして、TextStringの場所を$TextStringで渡すこ
とができる様になり、サブビューでは、受け取った
TextStringをText()インスタンスの値としてセットしてくれま
す。@Stateと@Bindingの関係性を構築する事で、ビュー同
士のデータのマッチングは常に図ることができます。
【問題】サブビューで値を変更してメインビューに反映させ
る時にはどの様にしたら良いでしょう？
（Ａ）メインビューを@Bindingプロパティラッピングし
て、サブビューを@Stateプロパティバインディングする。
（Ｂ）メインビューを@Stateプロパティラッピングして、
サブビューを@Bindingプロパティラッピングする。
　今のプロジェクトのプログラムコードをそのまま使って
も、新しいプロジェクトにしてもいいので、この問題に取り
組んでください。手順は、
（１）メインビューにサブビューで変更できるText()と、サ
ブビューに遷移できるナビゲーション用Text()を実装する。

（２）サブビューにTextFieldを追加して、サブビュー内の
Text()を変更できる様にする。
（３）メインビューとサブビューの間でプロパティを共有
できる様にする。
の様になります。


[image: 答え・・・・（Ｂ）]
答え・・・・（Ｂ）
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[image: 　ここに回答例を示します。]
　ここに回答例を示します。



[image: import SwiftUI

struct ContentView: View {
  @State private var subString = "Hello, World!"

    var body: some View {
        NavigationView {
            VStack {
                Text(subString)
                NavigationLink(destination:SubView(subString:$subString)) {
                    Text("サブビューへ")
                }.navigationBarTitle("メインビュー")
            }.padding()
        }
    }
}
struct ContentView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        ContentView()
    }
}]
import SwiftUI
 
struct ContentView: View {
  @State private var subString = "Hello, World!"
 
    var body: some View {
        NavigationView {
            VStack {
                Text(subString)
                
NavigationLink(destination:SubView(subString:
$subString)) {
                    Text("サブビューへ")
                }.navigationBarTitle("メインビュー")
            }.padding()
        }
    }
}
struct ContentView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        ContentView()
    }
}

[image: import SwiftUI

struct SubView: View {
    @Binding var subString:String
    @State var subFieldString = ""
    var body: some View {
        NavigationView {
            VStack {
                Text(subString)
                TextField("文字を入力",text: $subFieldString,                          onCommit: { self.subString = self.subFieldString})
                    .textFieldStyle(RoundedBorderTextFieldStyle())
            }.navigationBarTitle("サブビュー")
        }.padding()
    }
}

struct SubView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        NavigationView {
            SubView(subString: .constant(""))
        }
    }
}


]
import SwiftUI
 
struct SubView: View {
    @Binding var subString:String
    @State var subFieldString = ""
    var body: some View {
        NavigationView {
            VStack {
                Text(subString)
                TextField("文字を入力",text: 
$subFieldString,                          onCommit: 
{ self.subString = self.subFieldString})
                    .textFieldStyle(RoundedBorderTextFi
eldStyle())
            }.navigationBarTitle("サブビュー")
        }.padding()
    }
}
 
struct SubView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        NavigationView {
            SubView(subString: .constant(""))
        }
    }
}
 
 


[image: 四角形]
[image: 次回予告
　遷移するビュー間で値を共有する方法についてレッスンしました。@Stateと@Bindの関係、$プロパティの使い方が理解できれば迷わないプログラミングができる様になってきています。
　次回は、少し多めのデータを使ったプログラムコードについて進めたいと思います。（違ってたらゴメンなさい）
]
次回予告
　遷移するビュー間で値を共有する方法についてレッスンしまし
た。@Stateと@Bindの関係、$プロパティの使い方が理解できれば
迷わないプログラミングができる様になってきています。
　次回は、少し多めのデータを使ったプログラムコードについて進
めたいと思います。（違ってたらゴメンなさい）

[image: 次回予告]
次回予告
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